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開発し 2003 年に打ち上げられた「XI-IV」や東京工業大学の「CUTE-I」などの 1U サイズ CubeSAT，千葉工
業大学が開発した鯨観測衛星「WEOS」，JAXA のオーロラ観測・技術実証衛星「INDEX」や SDS シリーズな




















している．MEVIµSでの評価は大きく分けてSILS（Software In the Loop Simulation）及びHILS（Hardware 
In the Loop Simulation）による評価に分けられる．SILSでは主にシミュレータを使用し，シミュレーションモ
















































図3 MEVµSシステムによるRISING-2 EM地上評価 
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 第 5 章では結論及び将来への展望を述べている．本論文では小型衛星用の地上評価システムとして開発した
MEVIµS システムの詳細について説明し，本研究室で開発した超小型衛星 RISING-2 の地上試験モデル及びフ
ライトモデルを対象にしたシステム評価を行うことで，MEVIµSシステムの妥当性を検証し，本システムが小型
衛星の開発や運用の支援に有用であることを示した．衛星開発は，(1)仕様決定，(2)初期設計，(3)試験モデル開
発，(4)フライトモデル開発と進み，最後にフライト・運用となる．本システムはこれらの各フェーズに対応した
評価環境を提供することが可能であり，実際の運用を想定した運用計画の立案，運用の訓練を行うことができる．
さらに，打ち上げ後の運用でも，観測や制御の方針を地上で評価することや，万が一フライト環境において不具
合が発生した場合に，本環境を用いて不具合発生時の状況を再現し原因特定，対策の考案にも役立てることが可
能である．よって，本研究で開発した小型衛星用地上評価システムは，今後の小型衛星の開発及び運用を十分に
支援することが可能なシステムである．このシミュレータシステムにより，将来の小型衛星を含む宇宙開発技術
が更に発展し，科学技術の発展や自然現象の解明に貢献できることを期待する． 
図4 RISING-2による撮像画像（左：魚眼カメラ，右：高解像度望遠鏡） 
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